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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成27年６月26日に提出いたしました第57期（自　平成26年４月１日　至　平成27年３月31日）有価証券報告書の

記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

　　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　　事業の状況

４　　事業等のリスク

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

４【事業等のリスク】

　　　

（修正前）

　当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに影響を及ぼす可能性のある事業等のリスクには以

下のようなものがあります。

　なお、本項に記載した事項及び将来に関する事項は、当社が、本有価証券報告書提出日(平成27年６月26日)現在

において判断したものであり、将来に関する事項には、不確実性を内在しております。

＜省略＞

　(3) 為替変動による影響

　当社グループの連結売上高に占める海外売上高の割合は、当連結会計年度では72.9%を占めており、今後も拡大を

予想しています。したがって、為替の変動は、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに影響

を及ぼす可能性があります。

＜省略＞

 
（訂正後）

　当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに影響を及ぼす可能性のある事業等のリスクには以

下のようなものがあります。

　なお、本項に記載した事項及び将来に関する事項は、当社が、本有価証券報告書提出日(平成27年６月26日)現在

において判断したものであり、将来に関する事項には、不確実性を内在しております。

＜省略＞

　(3) 為替変動による影響

　当社グループの連結売上高に占める海外売上高の割合は、当連結会計年度では74.9%を占めており、今後も拡大を

予想しています。したがって、為替の変動は、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに影響

を及ぼす可能性があります。

＜省略＞
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